
 
 

ワ
ン
チ
ッ
プ
マ
イ
コ
ン
と
は
、
ひ
と
つ
（
ワ

ン
）
の
チ
ッ
プ
（

IC

）
の
中
に
Ｃ
Ｐ
Ｕ
、
Ｒ

Ａ
Ｍ
、
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｉ
Ｏ
ポ
ー
ト
な
ど
の
機
能

が
詰
め
込
ま
れ
た
マ
イ
ク
ロ
（
超
小
型
）
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と
で
す
。
搭
載
さ
れ
る
機

能
に
よ
っ
て
、
米
粒
大
の

6

ピ
ン
か
ら

100

ピ
ン
の
も
の
ま
で
幅
広
く
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ン
チ
ッ

プ
マ
イ
コ
ン
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
社
の

P
IC

 

（
ピ
ッ
ク
）
と
ア
ト
メ
ル
社
のA

V
R

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ワ
ン
チ
ッ
プ
マ
イ
コ
ン

は
、
小
さ
な

IC

の
み
で
簡
単
に
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
、
回
路
を
構
成
で
き
る
た
め
、
家
庭
用

の
炊
飯
器
や
自
動
車
の
制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど

様
々
な
機
器
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

大
き
く
、「
要
素
設
計
」
と

「
専
用
設
計
」
と
に
大
別
さ

れ
る
。
要
素
設
計
と
は
メ
カ

ト
ロ
技
術
の
こ
と
で
、
す
で

に
あ
る
機
械
部
品
、
電
気
・

電
子
部
品
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

か
ら
適
切
な
も
の
を
選
定
し

構
築
す
る
こ
と
に
注
力
し
た

設
計
を
言
う
。
一
方
、
専
用

設
計
と
は
ワ
ー
ク
と
ツ
ー
ル

の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
設

計
で
、
実
は
こ
こ
が
一
品
料

理
（
専
用
機
）
の
う
ま
味
で

あ
り
、
腕
の
見
せ
所
で
も
あ

る
。
専
用
設
計
の
は
じ
め
の

一
歩
は
、
ワ
ー
ク
の
情
報
を

熟
知
す
る
こ
と
。
言
い
換
え

れ
ば
、
ワ
ー
ク
と
対
話
す
る

事
に
あ
る
。
ワ
ー
ク
の
特

性
・
形
状
・
寸
法
・
材
質
に

関
す
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
が
接

続
さ
れ
る
前
後
の
工
程
に
関

す
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
の
取
り 

量
産
機
の
設
計
で
は
、
次
の
手
法

を
学
び
、
活
用
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

①
Ｑ
Ｆ
Ｄ
（
品
質
機
能
展
開
） 

②
作
業
標
準
化 

③
Ｑ
Ｃ
７
（
Ｑ
Ｃ
七
つ
道
具
） 

④
Ｎ
７
（
新
Ｑ
Ｃ
七
つ
道
具
） 

⑤
Ｖ
Ａ
手
法
（
価
値
分
析
） 

⑥
Ｖ
Ｅ
手
法
（
価
値
工
学
） 

⑦
Ｄ
Ｒ
（
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
） 

⑧
プ
ロ
セ
ス
分
析 

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
製

品
を
観
察
・
分
析
す
る
と
、
よ
り

多
く
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
そ
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。 

チョコ話 

得
る
姿
勢
や
自
由
度
、
必
要

量
、
貯
留
量
、
工
程
間
の
バ

ッ
フ
ァ
量
、
占
有
空
間
の
大

小
な
ど
は
数
値
と
し
て
お
さ

え
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ワ

ー
ク
の
変
更
の
有
無
は
、
効

率
改
善
や
短
納
期
化
の
た
め

に
も
最
初
に
明
確
に
し
て
お

く
の
が
肝
要
で
あ
る
。
特
に

大
事
な
の
は
、
ワ
ー
ク
の
訴

え
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
あ

る
。
時
に
詰
ま
り
た
が
る
ワ

ー
ク
は
詰
ま
ら
せ
て
あ
げ
れ

ば
よ
い
し
、
回
転
し
た
が
る

ワ
ー
ク
は
回
転
さ
せ
て
、
そ

の
後
で
自
動
補
正
し
て
も
よ

い
。
ワ
ー
ク
は
繊
細
な
女
神

ゆ
え
に
、
無
理
は
禁
物
で
あ

る
。
設
計
者
は
紳
士
的
に
ワ

ー
ク
と
向
き
合
お
う
。 

読
書
は
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

語
彙
力
・
想
像
力
・
知
識
量
・

論
理
的
思
考
力
・
情
報
処
理
能

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
が
向
上
し
ま
す
。
読
み
手

に
も
作
者
の
意
図
を
読
み
取
ろ

う
と
す
る
力
が
大
な
り
小
な
り

必
要
に
な
る
の
で
、
読
ま
れ
て

い
る
本
で
人
と
な
り
を
推
察
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
お
隣
の
研
究
室
を

訊
ね
る
こ
と
に
し
て
、
学
生
に

お
す
す
め
し
た
い
一
冊
に
つ
い

て
先
生
に
伺
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。
ふ
む
ふ
む
、
松

本
清
張
の
最
高
傑
作
、
「
砂
の

器
」
で
す
ね
。
学
生
時
代
に
岐

阜
で
鑑
賞
さ
れ
た
松
竹
映
画
も

そ
り
ゃ
～
泣
け
て
素
晴
ら
し
か

っ
た
と
か
。
な
る
ほ
ど
、
読
書

の
話
は
人
を
豊
か
に
も
愉
快
に

も
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。 

か
つ
て
家
電
の
調
子

が
悪
く
な
る
と
、
叩

い
て
直
す
と
い
う
民

間
療
法
が
と
ら
れ
て

い
た
。
メ
カ
部
で
は

摩
耗
や
回
転
軸
の
歪

み
で
動
作
不
良
が
生

じ
、
電
気
部
で
は
、
ス
イ
ッ

チ
や
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
の
部

品
間
で
接
触
不
良
と
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
現
代
の
器
械

の
多
く
は
、
内
部
が
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
の
ユ
ニ
ッ
ト
だ
か

ら
、
メ
カ
部
や
接
点
な
ど
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
叩
け
ば
別

の
故
障
を
招
く
か
ら
注
意
し

よ
う
。
ち
な
み
に
昔
々
、
茨

城
県
の
原
子
力
研
究
所
で
は

自
動
停
止
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
の
と
き
研
究
所
員
は

叩
い
て
復
旧
さ
せ
た
と
い
う

が
本
当
だ
ろ
う
か
。 

 
懐
か
し
の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

（LD

）
で
ガ
ン
ダ
ム
を
見
る
。

大
阪
の
日
本
橋
で
大
人
買
い

し
、
東
京
ま
で
重
い
デ
ィ
ス
ク

を
お
持
ち
帰
り
し
た
そ
う
だ
。 
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最
初
にP

IC

マ
イ
コ
ン
で
作
っ

た
も
の
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
を
出
す
メ
ロ
デ
ィ
自
動
演
奏

回
路
で
し
た
。 

自
動
化
・
省
力
化
機
械
は
、

「
一
品
料
理
」
で
あ
る
。
一

品
料
理
と
は
、
お
客
様
一
人

ひ
と
り
の
要
望
に
合
わ
せ
て

作
る
ア
ラ
カ
ル
ト
の
こ
と
で 

作
り
手
が
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
逸
品
と
も
言
え
る
。

注
文
者
に
も
素
養
は
必
要
で

そ
の
機
械
を
よ
く
味
わ
い
、

可
愛
が
り
、
使
い
こ
な
そ
う

と
日
々
研
鑽
さ
れ
な
い
限

り
、
有
効
活
用
が
難
し
い
。

「
鞍
上
人
な
く
鞍
下
馬
な
し

（
乗
り
手
が
馬
を
巧
み
に
乗

り
回
し
、
人
馬
一
体
と
な
り

疾
走
す
る
様
）
」
な
の
で
あ

る
。
さ
て
、
自
動
化
設
計
は 

 

読
書
の
力 
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